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取組みについて

Spansion Japan 株式会社

会津事業所
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会津事業所川崎本社

資 本 金 ： 488億円 （ Spansion Inc. 100％ ）

認証取得 ： ISO/TS16949  －2004年1月（QS9000-2000年2月）

ISO14001       －2002年3月

川崎（神奈川県）

会津若松（福島県)

会社概要

福島県
会津若松市



3

5 © 2008 Spansion Inc. 

• Security, Advanced Technology

開発・製造・営業ネットワーク

パリ（フランス）パリ（フランス）

バンコク（タイ）バンコク（タイ）

北京（中国）北京（中国）

ミュンヘン（ドイツ）ミュンヘン（ドイツ）
デザイン･センターデザイン･センター

• Headquarters and SDC
• HW & SW Verification

• Sales Office
• Security Center 

of Excellence

• Final Manufacturing

• Fab 25
• Driver & Platform 

Software

会津事業所（福島県会津若松市）会津事業所（福島県会津若松市）

• JV3 Fabs + SP1

• Sales Office
• Reference 

Design Center
ソウル（韓国）ソウル（韓国）

• Sales Office
• Performance Optimization

• Automotive Center
of Excellence

蘇洲（中国）蘇洲（中国）

• MCP Development Center
• Final Manufacturing

• Final Manufacturing

• Final Manufacturing

台北（台湾）台北（台湾）

• Sales Office

シンガポールシンガポール

• Sales Office

製造拠点製造拠点

HQ/営業拠点HQ/営業拠点

• Sales/Marketing
• Custom HW & SW

日本本社(神奈川県川崎市）日本本社(神奈川県川崎市）

ペナン（マレーシア）ペナン（マレーシア）

オースティン（テキサス州）オースティン（テキサス州）

クアラルンプール（マレーシア）クアラルンプール（マレーシア）

ミラノ（イタリア）ミラノ（イタリア）

ネタニア（イスラエル）ネタニア（イスラエル）

• Development 

サニーベール（カリフォルニア州）サニーベール（カリフォルニア州）
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携帯電話･デジタル家電の制御プログラムを格納するメモリーなどに、
広く採用されています。

• 電源を切ってもデータが消えない
• 電気的に消去、書込みができる

デジタルカメラデジタルレコーダーカーナビ 携帯電話

フラッシュメモリ

主要製品
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S P A N S I O N
( ブランド ）

＋

新たな機会・可能性の創造

過去から未来への橋渡し

Span
(橋渡し)

Expansion 
(拡大・発展) 

会社沿革

20012001..44月月

JV3 竣工 高久工業団地

1993.41993.4月月

社名を Spansion Japan 株式会社へ変更

2004.62004.6月月

200200７７..３月３月

SP1クリーンルーム完成 200200７７..９月９月

SP1 オープニングセレモニー開催

富士通エイ・エム・ディ・セミコンダクタ株式会社 (FASL) 設立

JV：富士通とAMDの製造合弁として
Joint Venture工場を設立ＪＶ１ 竣工

19941994

19971997

ＪＶ2 竣工

門田工業団地

（フラッシュメモリ事業一体化）

FASL LLC / FASL JAPAN 設立

20020033..77月月

Spansion Spansion IncInc ((米米NASDANASDAQQ に上場）に上場）

2005.122005.12月月
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環境への環境への取組み取組み
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環境方針

地球環境と「ものづくり」の調和地球環境と「ものづくり」の調和

提供 環境に配慮した資源を調達し、環境負荷の少ない製品を提供します。

予防 使用物質の管理、適正処理により、環境汚染の予防に努めます。

削減 工程の改善により、省エネ・省資源・廃棄物削減に努めます。

順守 環境関連の法規制、地域の条例・協定等を順守します。

環境環境44ヵ条ヵ条
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Step

1
Step

1

Step

2
Step

2

Step

3
Step

3

Step

4
Step

4

社外Webに環境活動ページ開設（02年）

ISO14001認証取得活動KICK OFF（2000年8月）

環境活動の沿革

廃棄物ゼロエミッション達成(04年7月）

環境安全部発足（01年）

チーム・マイナス6％へ加盟（08年7月）

“うつくしま、ふくしま。”環境顕彰 受賞（08年12月）

リスクコミュニケーション開始（07年）

第6回 会津若松市環境大賞授賞（07年9月）

化学物質リスクコミュニケーション
社内勉強会開催（08年8月）

ISO14001認証取得(02年3月）

猪苗代湖水環境保全「湖美来基金」への寄付開始（05年）

社外活動

社内活動
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環境リスクへの対応

Spansion Japan（株）は、環境リスクを未然に防止するために、リスク管理を行い、
未然防止と発生時の環境影響の拡大防止に取り組んでいます。

化学物質
材 料

化学物質
材 料

騒音
•自主管理基準による管理

自主管理基準にて管理を実施自主管理基準にて管理を実施

廃 棄 物
•ゼロエミッション
•廃棄物業者監査
•マニフェスト管理

排気・臭気
•自主基準値による排出管理
•ＰＦＣ除外装置１００％導入
•揮発性有機物質の除去装置導入

工 場
工 場

排水処理設備

有機系排ガス処理装置 PFC除害装置 100％設置

排水
•自主管理基準を定め管理

製品
•化学物質含有規制管理基準
•製品の含有物質分析

•材料選定時の化学物質
アセスメント実施

•グリーン調達
•材料の含有物質分析データ入手
•化学物質環境影響評価
•含有物質の確認

会津若松市 湯川村へ半年に1回

環境報告にて情報公開

ISO14001システムを活用し

従業員の目でも環境を監視
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会津事業所は、2001年から化学物質登録制度（事前評価）を導入。

工場で使用する化学物質は全て登録を行ってから使用することになっています。

2004年からはMSDS (製品安全データシート） 情報一元管理を導入し、化学物質
のリスク低減を図っています。

化学物質情報の一元化管理化学物質情報の一元化管理

化学物質登録カード にて申請

有識者にて登録化学物質について
環境影響評価を実施

化学物質の環境影響評価

含有禁止物質の確認

法規制物質の確認 等

保管場所の申請

登録化学物質使用可

化学物質 登録

化学物質環境影響評価



7

13 © 2008 Spansion Inc. 

リスクコミュニケーション事例リスクコミュニケーション事例
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会津事業所と近隣地区との位置

JV3

SP1

福島県会津若松市高久工業団地福島県会津若松市高久工業団地22番番

湯川

R49

至 会津坂下

高久地区77世帯

界沢地区48世帯

正門

調整池
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近隣地区近隣地区

•• 住民説明会の開催住民説明会の開催（（20002000年、年、20062006年）年）

製造ライン開所時に工事日程、工事車両入退場、製造ライン開所時に工事日程、工事車両入退場、

工事期間中の安全対策等を説明。工事期間中の安全対策等を説明。

•• 工場見学会の開催工場見学会の開催（（20012001年、年、20072007年）年）

工場への理解を深めていただく目的で近隣住民工場への理解を深めていただく目的で近隣住民

の方をご招待。の方をご招待。

•• 区長さんとの会話（毎年）区長さんとの会話（毎年）

工場への要望、苦情や当社からのお願いなど会話工場への要望、苦情や当社からのお願いなど会話

を通じてコミュニケーションを継続。を通じてコミュニケーションを継続。

16 © 2008 Spansion Inc. 

高久地区・界沢地区 約70人出席

1. 工事概要説明

・工事期間、工事時間帯、新築建物の規模・位置

・作業人員、工事車両の乗入れ（ピーク時1000人/日）

・薬品、排水処理等、その他工事に関する内容

2. 住民の方より（質問、要望）

・日照に関する質問（隣接する農作物への影響）

・薬品、排水処理に関する質問

・交通マナー向上に関する要望

住民説明会住民説明会(2006(2006年年88月）月）
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工場見学会工場見学会(2007(2007年年1111月）月）

高久地区・界沢地区 90人（大人80人、子供10人）参加

1. 見学会 午後の例

12:30 - 13:10 食事（バイキング）

13:10 - 13:50 会社概要ご説明

13:50 - 15:00 会津事業所紹介ビデオ視聴

展示コーナー ⇒ 施設監視センター ⇒ 工場入口

15:10 - 15:30     外周から建屋をご説明（バス乗車）

18 © 2008 Spansion Inc. 

2. 住民の方より（質問、要望）

•今後の工場拡張計画、地元雇用
•工場内で働く人の仕事内容
•野菜くず（食堂）のリサイクル
•屋上から立ち上がる白煙
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・ 猪苗代湖の水質保全活動への寄付（福島県） 2007年9月

学術調査の資料、データの5年分を本に纏め発行する事業

に援助。 100万円寄付

市町村、図書館、学校、調査研究機関等200事業所へ配置

・ 清掃ボランティアへの参加 2005年～

2008年6月参加の様子
43名参加 ( 志田浜 ）

猪苗代湖水資源の保全活動猪苗代湖水資源の保全活動
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参加 ： 23名（4年生12人、5年生 4人、6年生 7人）

内容 ： 工場概要説明、構内見学

リモコンロボットの製作、競技

（会津工業高校電気科・情報技術科の生徒が指導）

会津若松市少年少女発明クラブとの交流（との交流（20082008年年77月）月）
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地域コミュニケーション

17名2008年11月会津若松市とISO14001情報交換会

23名毎年7月会津若松市少年少女発明クラブ

112家族

425名
毎年12月従業員家族工場見学会

43名毎年 6月猪苗代湖清掃活動

131名毎年 6月工場周辺清掃活動

20名2年連続参加会津若松市藩公行列

90名毎年1回地域住民工場見学会

10名毎年10月会津ブランドものづくりフェア

2800人
(入場者数)

毎年 9月環境フェスティバルへの出展

参加人数開催時期項 目

Spansion®, the Spansion logo, MirrorBit®, MirrorBit® Eclipse™, ORNAND™, ORNAND2™, 
HD-SIM™, Spansion® EcoRAM™ and combinations thereof, are trademarks of Spansion LLC 
in the U.S. and other countries. Other names used are for informational purposes only and 
may be trademarks of their respective owners. 

This document is for informational purposes only and subject to change without notice. 
Spansion does not represent that it is complete, accurate or up-to-date; it is provided 
“AS IS.” To the maximum extent permitted by law, Spansion disclaims any liability for 
loss or damages arising from use of or reliance on this document.


